
緒 一一一一口

たっかしい皐生服を着るのもとの一年，三間生となって物理化・単に来，先生から論

文題目が興へられる．テ｛マは貰ったが，さてどうしてい Lのやら分らない．文献を

調ぺたり教室の先輩に言手ねたりしてやっと，どうやら方針も定まって来る．装置を組

み立て左くては友らない．硝子細工だ．電気鐘だ．恒温槽だ．みんな自分でつくらね

ばなら友い．どんた材料を使ふか．かう友って来ると，との書物が論文皐生諸君の相

談封手として登場する．云はばとの書物は物理化接的寅j験に必要左テクエックスと常

識を提供するのである．併しとの書物に書かれたことは，一つの型に過ぎ友い．その

型を諸君の賞験に如何に生かすかは．諸君の顕であり腕左のである．

之等の常識的経験も寅につまらねと後で思ふととが，最初はなか友か分ら詮い．例

へばこの教室で瓦斯反膝をやり出した時活栓につけるグリーズが分らす＝，ピンヅケ油

を買ったといふ昔物語りがある位である．従ってこの書物の内容はとの研究室の何代

かにbたる蓄積された経験左のである．勿論との書物が諸君に必要なすべてを語る程

完全で・はない．

論文題目を前忙して諸君は，その装置を考へる，勿論既にその問題に封ずる方針が

定まってからである．その方針に従ふ装置に必要友材料の蒐集．これを可及的惑かに

するととが，第ーである．次に組立てにか Lり，それが完成するや，直ちに議備寅験

をやり，自分の装置になれ改良すぺきは改良する．乙の強備費験が早ければ早い程，

寅験の見通しがつき，本賞験にはいる事が容易である・

との時この書物の必要左部分をその度毎に諌むとと，最初に通読するよりも，そう

云ふ風にとの書物を用ふる方がい Lゃうである．何故なら，との書物は一人の手によ

って書かれたものでなしこの教室の幾人かが分捨してその関係部分を書いたからで

ある．

諸所に事げられた文献は更に諸君の知識を豊富にするに違ひない．それらの丈献は

大抵研究員が自分の机上に置いて居る．

要するに寅験は，一定方針に従ふ周到な準備と計霊の下に行はれなければなら左い．

一年を大韓さたの如く行へばよいやうに思はれる．印ち四月一一五月まで，装置組立完

了．六月一一七月迄議備寅験と改良．九月ー一一一月迄本質験二月中にそれ迄の賞験結

果の整理及び論文を書き上げる．三月初旬の褒表舎には，そうすれば・素晴らい結果を

報告することが出来るであらう．




